
 

 
 

 

 

 

児童がコンテンツを作り、 
評価・選定・記録・保管・流通や活用する 

～学びの中で撮影、記録、著作権、プライバシーを考え 
問題の解決に使う～ 

熊﨑 康文、松井 徹、加藤 真由美、櫟 彩見、林 知代（岐阜女子大学） 
新田 直（元大藪小学校） 

 

児童が調べた結果を記録・保管し、協働学習などで他の資料と比較検討し問題の解決に

使ったり、学校間の協働学習などで資料の保管・流通、さらに、自分の記録として保管した

りするなど多様な活用がなされだした。 

 

１ 児童がコンテンツ作成の活動 

たとえば、1998 年には、すでにテレビ会議システムやインターネットを使い、北海道、

（寒冷地）、新潟県（海）、岐阜県（輪中）、宮崎県（山間地）のそれぞれ特色のある地域の

小学校４校での協働学習がなされた。 

そこでは、地域の資料、生活、自然、産業等の撮影記録をし、相手の学校に送り、保管活

用がなされた。たとえば、地域の水産研究所や市場で許可を得て、魚や施設をデジタルカメ

ラで撮影し、話をメモし、映像やワープロを使ったり、ときには、絵や手書きでコンテンツ

を作成し、保存し、他校からの質問に回答を送っ

たりしていた。この一連の活動は、デジタルアー

カイブの地域資料を撮影しデジタルコンテンツ

を作成する活動と同じである。 

最近は、情報端末等の機能も向上し、撮影、音

声記録、さらに説明文の入力等が簡単化し、デジ

タルコンテンツの作成が小学校の低学年でも可

能になってきた。また、これらを使い、記録の保

管・流通・活用が可能になりだした。 

 

２ 記録・保管・流通・活用の技術と社会のルール、権利等の学びの必要性 

しかし、この記録・保管・流通・活用には、その方法の技術とともに社会のルール、情報

倫理、権利（著作権、プライバシー、所有権等）についての学びが必要である。 
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資料のデジタル化・保管・流通・活用等の実践紹介 

低地の人々のくらし（岐阜県・大藪小学校） 



ところが、撮影等は１年生でも情報端末を用い

て簡単にできても、権利、社会のルール（法・倫

理も含め）を学ぶことは小学校低学年には困難で

ある。このため、いろいろな工夫がされている。

たとえば、撮影されて自分が「いやなこと」は他

の人にしない、などの体験を通じての学び・指導

がされている。（プライバシー等の基礎学習） 

また、4 年生の学校間の共同学習では、他校か

らの質問に対しての回答を作るために撮影のと

きは「〇〇を写して、他の△△小学校に送ってもよろしいですか」との許可を得る指導もさ

れていた。（利用する目的も含めて許可を得て活動していた。） 

GIGA スクール構想が進みだし、今後、児童の資料収集・記録・保管・流通・活用が多く

なり、また、この情報社会での生活の基本はルール、倫理の１つとして、デジタル技術とと

もに、これらの社会のルール、倫理等の概念と活動をいかに学ばせるか、発達段階に対応し

たカリキュラムの開発が必要である。 

 

３ 技術の習得と体験、倫理、社会のルール（法）のカリキュラム 

 小学校でのこれらの技術の習得と権利等の理解・活用は、これまでの経験からおおよそ図

のようなカリキュラムの構成を考えるべきである。 

 

 小学校低学年では、たとえば、自分の書いたものを勝手に使われるといやである。そこで、

他の人が書いたものを使いたいときは， 

「“○○さん、あなたの△△を使ってもよいですか”とお願いし“使ってもよいですよ”と返事

がされたら使うようにしよう！」 

などの指導が必要である。……自分に「いやなこと」は「他の人もいやである」との認識を

もたせることを一つの出発点としたい。 

 また、技術も権利についても、その学びが学年で完全に分かれるものではなく、図のよう

に相互に関係しながら、児童の発達に応じたカリキュラムをいかに開発するかが課題であ

る。 

小学校低学年 

（１～２年） 

小学校中学年 

（３～４年） 

小学校高学年 

（５～６年） 
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